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古象潟の軟体動物群（その2）
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1はじめに

古象潟は，かつて秋田県南部日本海沿岸の

象潟付近に存在していた小規模な潟であり，

1804年，当地方に発生した象潟地震にともな

う隆起によって陸化した．この潟の堆積物で

ある完新統は象潟層と命名され（大沢ほか，

1982），その堆積面は現在では水田になって

いる．

象潟層の基盤は鳥海山の山体崩壊により供

給された岩屑なだれ堆積物であるこの岩屑

なだれが発生した年代は，含まれている木材

の"C年代から見て（加藤,1977,1978;大

沢ほか，1982）3,000年前以前にさかのぼる

ことはない（林，1996）．従って古象潟の成

立は3,000年前以降のことである．

象潟層は多量の化石を含んでいる．そのう

ち花粉と珪藻については藤ほか（1995）によ

る研究があり，軟体動物については渡部（19

79），渡部・佐藤（1980）の報告がある．

象潟町教育委員会では1982年と1985年の2

回にわたり，潟跡の発掘調査を行った．これ

は象潟町郷土資料館の開設に伴い，同館の資

料収集活動の一環として実施したものである．

これらの調査では，主として軟体動物化石を

多量に収集することができ，うち1回は化石

の産状を示す剥ぎ取り標本も採取した．筆者

は2回とも調査に協力する機会を与えられ，

その際独自に軟体動物化石の定量採集を行う

ことができた．

*秋田県立博物館AkitaPrefecturalMuseum
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本稿では1985年の発掘調査成果から主とし

て次の3点について述べる．

(1)剥ぎ取り標本に見られる軟体動物化石

の産状

（2）定量採集で得られた軟体動物化石

（3）象潟層初記録の軟体動物化石

2調査地点と資料の採集

1985年の発掘調査の主目的は，象潟層の化

石の産状を示す剥ぎ取り標本の採取であった．

この標本は展示が予定されていたので，でき

るだけ大きく，しかも多くの化石が含まれて

いることが要求された．そうした条件を勘案

し，採取は図1に示した地点で行うことにし

た．ここは以前，渡部・佐藤（1980）が調査

し「B地点」とした場所であり，その調査に

よって，凹凸の激しい象潟層の基盤表面がこ

こでは地下約5mのところにある一従って

層位的に十分な厚さの剥ぎ取りができる－

ことや，地表下1mの部分を中心として化石

も多量に含まれていることが分かっていた．

なおこの地点は，平野ほか（1979）によって

復元された古象潟のほぼ中央付近にあたる．

調査は，この地点が水田であるため，稲刈

が終わるのを待って9月下旬に行った．

まず調査地点に長さ2.5m,幅1.5m,深

さ2mあまりのトレンチを掘った．そしてそ

の壁を垂直かつできるだけ平滑に仕上げ，剥

ぎ取り標本の採取を行った．
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図1資料の採取地点（●）国土地理院発行2万5千分の1地形図「象潟」を使用した

剥ぎ取り作業終了後，軟体動物化石の定量

採集をした．定量採集にあたっては幅30cm,

奥行25cmの堆積物の垂直な柱を想定し，そ

れを地表から厚さ20cm毎に切り取り，上位

のサンプルから順に①．②．③……と呼ぶこ

とにした．実際の作業としては，トレンチの

－ 2 －

図 2 剥 ぎ 取 り 標 本 の 一 部

剥ぎ取り標本の，深さ7（

付近の右側約半分を，多

向きに撮影してある．

深さ70-100cm

を，多少斜め下

垂直な壁に縦に2本の線を30cm離して平行

に引き，その線の間の，地表から20cmのと

ころに鉄板を水平に差し込んで，平行線の内

側の鉄板の上にある堆積物を奥行25cm分採

取した．同様にして順次下位の各サンプルを

採取した．深さ200cmまで,10個のサンプ
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図3剥ぎ取り標本のスケッチ

・左端の数字は地表からの深さ

(cm).

・点線の上位は粘土，下位は砂質

シルト．

・図には軟体動物化石のみ表現し，

同定できるものはすべて同定し

て示した．表示していないもの

は，破損や磨耗のため同定でき

ない個体である．

H:ヘナタリガイ

Hs:ヒメシラトリガイ

I:イポウミニナ

K:カワアイガイ

M:マガキ

O:オキシジミガイ

S:サビシラトリガイ

U:ウミニナ
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ルを得ることができた．

各サンプルは全量を1mm目の節の上で水

洗し，筋に残ったすべての軟体動物の殻を取

り上げた．殻は保存状態が悪くて同定できな

いものを除いてすべて同定し，個体数（二枚

貝は殻片数）を数えた．計数にあたっては，

腹足類・二枚貝類ともに原則として殻頂部が

残っているものを対象にした．

3軟体動物化石の産状

1985年に採取され，象潟町郷土資料館に展

示されている剥ぎ取り標本の一部（写真）を

－3 －



秋田県立博物館研究報告第23号

図2に，全体のスケッチを図3に示した．こ

の標本は幅が100cm,高さが193cmある．

垂直に掘ったトレンチの壁の一部を剥ぎ取っ

てあるので，採取地点の地表から深さ193

cmまでの露頭そのものを表している標本で

ある．

この標本から観察できる事項を述べる．

深さ約20cmまでは表土（水田の耕土）で

ある．その下位の10cm程度は粘土であるが，

深さ30cm付近からは砂質シルトとなり，標

本の下端まで変わらない堆積物は全般に植

物の細片を含み，その量は深さ約110cm以

下の部分で非常に多くなる．層理は認められ

ない．

軟体動物化石はヘナタリガイ，カワアイガ

イ，ウミニナ，イポウミニナ，マガキ，ヒメ

シラトリガイ，サビシラトリガイ，オキシジ

ミガイの8種が観察される．

深さ65cmまでは軟体動物化石は見られな

いが（深さ60cmまでのサンプルにも軟体動

物化石はまったく含まれていない－後述一），

その下位から軟体動物化石が出現し，110

cmまでの間にかなり密集している．ここで

は特にイポウミニナが多い腹足類・二枚貝

類ともに，特定の方向を向いた殻が多いとい

うような傾向はない．

深さ110cm付近で，いったん化石が少な

くなるが,120cmから140cmではやや多く

なり，カワアイガイ・イボウミニナ・ウミニ

ナが認められる．このあたりでは二枚貝類は

破片としてのみ見られる．140cm以下では

化石は非常に少なく，カワアイガイやイポウ

ミニナ・ウミニナなどの腹足類のみが散在し

ている．

4軟体動物群の特徴

サンプル①．②．③には軟体動物化石はまつ

－ 4 －

たく含まれていなかった．④～⑩のサンプル

から得られた軟体動物化石は表1に示したよ

うに計16種である

表中の軟体動物のうち，クボガイとスガイ

の2種だけは主たる生息域が外洋に面した沿

岸である．これらの個体数はごくわずかに過

ぎず，それ以外の，個体数の多い各種は内湾

や汽水域の潮間帯を主な生息域にしている．

深度ごとの出現状況には種によって特徴が

ある．カワアイガイは個体数の変動はあるが

深度によらず産出している．それに対して，

イボウミニナは深さ60～100cm(④．⑤）

にきわめて個体数が多いにもかかわらず，そ

の下位になると激減し,140cm以下のサン

プルには見られない．ただし剥ぎ取り標本で

は190cm付近にも観察されるので,140cm

以下でも個体数は少ないが存在していると思

われる．ヒメシラトリガイはイボウミニナと

同様の傾向を示す．アラムシロガイとサピシ

ラトリガイは，どちらも限られた深度のサン

プルにのみ出現する．

この化石群の種組成は内湾や汽水域の潮間

帯に生息する種が主体となっているが，この

ことは，古象潟が奥行の深い，しかも湾口が

狭いきわめて浅い湾であったことを反映して

いるものと考えられる内湾が存在しない現

在の秋田県では，このような組成の軟体動物

群を見ることはできない．

また秋田県に現生が確認されていない種が

含まれている．ヘナタリガイ，カワアイガイ，

サビシラトリガイの3種で，これらは井上

（1965）が報告した八郎潟の軟体動物や，渡

辺（1976）の県内産海生軟体動物のリストに

記録がない

なお，汽水域であった八郎潟の軟体動物

（井上，1965）で表1と共通している種は，

エドガワミズゴマツポ（ウミゴマツボ），力
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表11985年の発掘調査によって象潟層から得られた軟体動物化石

サンプル

④⑤⑥⑦③⑨
種 名

⑩

腹 足類

Chlorostomα〃Scﾉikei(Tapparone-Canefi．l)クボガイ
“"2"αcoronatacoreensis(Recluz)スガイ

Ste加娩yra{Incolaestiiarium)edosaivaensis(Yokoyama)ウミゴマツポ
〃””7狸"αelegantula(A.Adams)カワグチツボ
Assimineajaponicav.Martensカワザンショウガイ
αγ"〃血0”"αc伽gl"αta(Gmelin)ヘナタリガイ
α"””0”"α(加djariensis(K.Martin)カワアイガイ
Ba""α"α〃z"Uiformis(Lischke)ウミニナ
Ba""α"αzαmlis(Bruguifere)イボウミニナ
陸"α"鯉 ss a虎slim(Powys)アラムシロガイ
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1)種の配列及び学名は肥後・後藤（1993）に従った．その結果，一部の種で学名が渡部（1979），渡部・佐

藤(1980)と異なっている．なお和名のウミゴマツポは，渡部・佐藤(1980)ではエドガワミズゴマツポ
としてある．

2)サンプル①～③では，軟体動物化石が得られなかったので表からは省略した．各サンプルの地表からの深
度は次のとおりである.R60-80cm(D80-100cmRlQ0~12Qcm(7)120-140cmR140-160cm
⑨160-180cmR180-200cm

3)数字は，腹足類では個体数，二枚貝類では殻片数を表している．

備考

4)標本はすべて秋田県立博物館に保管してある．

ワグチツボ，テシオカワザンショウガイ（本

種はA.sepienlrio"α"sであり，波部・伊藤，

1965や岡田ほか，1967はこれをカワザンショ

ウガイの異名としている）の3種である．八

郎潟は干拓され，残された水域の環境も変化

したが，そこに現在もこれらが生息している

か否かは不明である．

5象潟層からの初記録種

今回のサンプルの中から，従来象潟層では

知られていなかった腹足類が2種得られた．

それらはクポガイ（図4）とヘナタリガイ

（図5）である．

クボガイはサンプル⑤から1個体だけ得ら

れた．殻径は2.2cmの円錐形．殻表に斜め

の放射状肋がある．殻底には螺脈があり，謄

孔は浅いくぼみになっている．本種は海岸の

岩礁に生息しており，秋田県においては現在

クボガイCﾙﾉ07℃Sm"zα〃Sc雌〃

(Tapparone-Canefri)(×1)

サンプル⑤から得られた標本

図4

ﾍﾅﾀﾘがｲCeiが""opsi"α
cingidata(Gmelin)(×1)

サンプル⑦から得られた標本

図5
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普通に見られる．

ヘナタリガイはサンプル⑦及び⑨から計5

個体得られた．剥ぎ取り標本にも深さ125

cm付近で1個体見られる．高さ2.4cmの高

円錐形で，殻表には各層に3列の螺脈があり，

その上に穎粒が並ぶこの殻表の彫刻はカワ

アイガイによく似ているが，カワアイガイよ

り殻が低く，殻口の左側の縦脹肋はより強く

突出し，外方への外唇の張り出しもより強い．

カワアイガイは殻底方向から見るとほぼ円形

であるが，本種は殻口側が平らで半円形状に

見える．殻底にも螺脈があるが，図示した標

本ではそれが磨耗している．

ヘナタリガイは先述したように秋田県には

生息していない現在の生息域は太平洋側で

は房総半島以南，日本海側では山口県北部以

南とされている（肥後・後藤，1993）．本種

は化石としてもこれまで秋田県では知られて

いなかったので，今回の象潟層からの産出が

化石・現生を通じて秋田県初記録である．

謝辞：野外調査及び室内における剥ぎ取り標

本の検討などに際して，象潟町郷土資料館長

横山正義氏には多大なご援助をいただいた．

厚くお礼申し上げる．
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